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10 2016（平成28年）

国　税／�9月分源泉所得税の納付� 10月11日

国　税／�特別農業所得者への予定納税基準額等の通知

� 10月17日

国　税／�8月決算法人の確定申告

� （法人税・消費税等）�10月31日

国　税／�2月決算法人の中間申告� 10月31日

国　税／�11月、2月、5月決算法人の消費税等の中間申告

� （年3回の場合）�10月31日

地方税／�個人の道府県民税及び市町村民税の第３期分

の納付� 市町村の条例で定める日

労　務／�労働者死傷病報告（7月〜9月分）� 10月31日

労　務／�労災の年金受給者の定期報告

� （7月〜12月生まれ）�10月31日

労　務／�労働保険料第2期分の納付� 10月31日

� （労働保険事務組合委託の場合は11月14日）

　地方税ではすでに行われているパソコン等
によりインターネットを利用（WEB画面上で
納付情報を入力）して、クレジットカードで
納付する制度が、国税でも平成29年１月４日
以後の納付からできることになりました。納
付書で納付できる全ての国税（税額1,000万円
未満）が対象となります。

ワンポイント 国税のクレジットカード納付

10 月 の 税 務 と 労 務10月（神無月）OCTOBER

10日・体育の日
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10月号─4

　Ａ社は警備・施設点検・清掃の三部門が
ある従業員約40名の会社で、オーナー・
同族経営です。
＜経緯＞
　Ｏ氏は３年前、オーナー会長から清掃部
の部長に勧誘された。面接では、社長から
前の職場と同程度の給料を支払うと言われ、
月額50万円の給与が毎月支給されている
（給与明細には基本給50万円と記載があ
るのみで手当等の記載がない）。
　就業規則上、Ｏ氏の勤務時間は９時〜18
時（休憩１時間）だが、従業員の教育指導、
アルバイトの採用等で毎日20時頃まで残
業するのが常態化していた。会社を退職し
たＯ氏はＳ弁護士に未払残業代を請求した
いと相談した。
＜相談内容＞
　Ｏ氏：私が社長と交渉した際、「残業代
込みの給与で合意したはずだ。また管理監

督者だから残業代は発生しない」と言われ
た。
　Ｓ氏：合意の存在と、基本給と残業代部
分が明確に算定されているかどうかがカギ
になる。労働基準法上の「監督者もしくは
管理の地位にある者」とは、労働条件の決
定その他労務管理について経営者と一体的
立場にある者の意図とされ、名称のいかん
にかかわらず、実態に即して判断される。
　つまり、管理・監督者として認められる
ためには、①事業主の経営に関する決定に
参画し、労務管理に関する指揮監督権限が
認められていること、②自己の出退勤を始
めとする労働時間について裁量権を有して
いること、③一般の従業員に比べその権限
にふさわしい賃金（基本給・手当・賞与）
上の処遇を与えられていること、が要件と
されている。
　今回の場合、基本給の計算根拠、残業代
の計算根拠及び時間数、所定時間を超えた
残業代の支払い等の規定に明確さがなく、
会社の言い分は通らないのではないか。

　東京五輪に対する企業の意識調査（Ｔ社・
調査報告）によると、「関心がある」66.9％、
「関心がない」21.4％と７割近くの企業が
関心を示しています。
　これを企業規模別で見ると、「大企業」74.0
％、「小規模企業」62.1％と企業規模が大
きいほど関心度は高くなっています。
　そして、東京五輪が自社の営業活動に与
える影響については「プラス」34.9％、「マ
イナス」7.1％、「影響はない」35.1％で、
このうち「プラス」と回答した企業の規模
別では、「大企業」44.1％、「中小企業」
31.8％、「小規模企業」28.9％という結果
でした。
　業種別で「プラス」の回答からみると、「金
融」が37.3％と最高で、「小売」が27.7％
と最低になっています。
　企業の規模や業種によって、五輪から受
ける影響は大きく異なると企業が想定して
いることがうかがえます。

　
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
以
下
に
挙

げ
る
二
冊
の
本
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
核

心
を
つ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
つ
は
、
井
原
西
鶴
の
「
日
本
永

代
蔵
」
で
、
当
時
の
ビ
ジ
ネ
ス
成
功

条
件
と
し
て
三
つ
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

①
才
覚
：
新
し
い
こ
と
に
取
り
組
む

精
神
・
技
術
革
新

②
算
用
：
会
計
・
論
理
的
管
理

③
始
末
：
効
率
・
効
果

　
③
の
「
始
末
」
と
は
、
ど
の
く
ら

い
お
金
を
か
け
て
、
そ
れ
が
ど
の
く

ら
い
増
え
た
か
。
つ
ま
り
「
損
得
勘

定
」
の
こ
と
で
す
。

　
も
う
一
つ
は
、
三
井
高
房
の
（
三

井
家
三
代
目
）「
町
人
見
聞
録
」
で
、

ビ
ジ
ネ
ス
で
失
敗
す
る
三
つ
の
要
素

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

①
大
名
貸
し
：
担
保
の
大
切
さ

②
奢
り
：
慢
心
、
ぜ
い
た
く
は
ダ
メ

で
常
に
勤
勉

③
才
覚
不
足
：
努
力
し
な
い
で
儲
け

よ
う
と
す
る
こ
と
を
禁
止

残業代の問題

「東京五輪」への意識江
戸
時
代
の「
ビ
ジ
ネ
ス
書
」



3─10月号

◆
経
営
陣
に
問
わ
れ
る
本
気
度

　

経
済
産
業
省
は
二
〇
一
六
年
三
月
、

女
性
活
躍
度
の
調
査
を
行
っ
た
「
企

業
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
支
援
の

在
り
方
に
関
す
る
実
態
調
査
報
告

書
」（
上
場
企
業
三
八
二
社
回
答
）

を
公
表
し
ま
し
た
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
女
性
活
躍
推

進
に
向
け
て
企
業
の
抱
え
る
足
元
の

課
題（
二
つ
ま
で
選
択
回
答
）で
は
、

「
女
性
管
理
職
候
補
の
不
足
」（
四
六

％
）
が
最
も
多
く
、
以
下
「
女
性
の

キ
ャ
リ
ア
意
識
の
不
足
」（
二
九
％
）、

「
長
時
間
労
働
」（
二
六
％
）、「
男
性

管
理
職
の
理
解
不
足
」（
二
五
％
）

の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
新
卒
（
大
卒
）
の
女

性
社
員
の
比
率
は
欧
米
と
比
べ
て
も

遜
色
な
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
が
、

管
理
職
へ
進
む
過
程
に
様
々
な
ハ
ー

ド
ル
が
存
在
し
、
そ
の
結
果
、
多
く

の
女
性
が
退
職
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
と
家
庭
の
両
立
が
困
難
で
あ

る
こ
と
、
女
性
の
職
場
や
役
割
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
能
力
を
発
揮

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
、
そ
の
大
き

な
理
由
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
企
業
の
場
合
、
役
員
が
女
性

活
用
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
進
捗

度
合
を
目
に
見
え
る
形
で
確
認
し
て

い
る
企
業
は
、
上
場
企
業
で
も
一
五

％
に
す
ぎ
な
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

制
度
は
あ
っ
て
も
、
育
児
・
介
護

休
暇
や
時
短
勤
務
の
利
用
が
進
ま
な

い
、
能
力
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
成
果

が
出
な
い
と
い
っ
た
声
は
、
多
く
の

企
業
か
ら
聞
か
れ
ま
す
。

　

女
性
活
躍
推
進
に
成
果
を
出
し
て

い
る
企
業
は
、
経
営
者
が
自
ら
の
言

葉
で
、
女
性
活
躍
の
価
値
（
業
績
や

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
へ
の
効
果
）

を
社
内
外
に
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

し
て
発
信
し
、
男
性
管
理
職
を
含
む

社
員
の
意
識
を
変
え
、
自
ら
女
性
社

員
に
と
っ
て
の
最
大
の
サ
ポ
ー
タ
ー

に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

考
え
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
役
員
・
部
長
ク
ラ
ス
の
人

事
評
価
項
目
に
女
性
活
用
推
進
の
取

組
み
状
況
を
反
映
す
る
仕
組
み
」
を

導
入
し
て
い
る
企
業
は
一
一
％
と
約

一
割
。
導
入
を
検
討
し
て
い
る
企
業

も
一
七
％
と
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
反
面
、
欧
米
企
業
で
は
、
こ
の

項
目
を
取
り
入
れ
て
い
る
企
業
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層
、
特
に
男
性
管

理
職
に
女
性
活
躍
推
進
を
自
分
事
と

し
て
捉
え
て
も
ら
う
た
め
に
、
前
記

の
項
目
を
人
事
評
価
基
準
の
一
つ
と

し
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

男
性
・
女
性
と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

個
々
の
個
性
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

あ
る
経
済
団
体
で
は
、
短
大
や
専

門
学
校
の
卒
業
者
で
年
齢
三
〇
歳
ま

で
に
総
合
職
に
就
く
場
合
、
そ
の
人

の
人
事
評
価
が
高
く
、
直
属
上
司
の

推
薦
が
あ
れ
ば
総
合
職
へ
の
試
験
を

受
け
て
、
合
格
な
ら
ば
そ
の
後
は
総

合
職
と
し
て
研
修
な
ど
も
受
け
ら
れ
、

や
る
気
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
参
考
に
、
女
性
の

活
用
を
検
討
・
実
施
し
て
み
ま
し
ょ

う
。

図表　足元の課題（2つまで選択回答）

その他

人事評価に関する
制度等の見直し

柔軟な勤務場所・
時間を認める

制度不足

長時間労働

女性管理職候補者
の不足

女性のキャリア意識
の不足

男性管理職による
理解不足

経営トップ等による
理解不足

0 10 20 30 40 50

1.8％
1.7％
0.0％
1.6％

48.7％

48.7％

44.6％
46.9％

46.1％

32.1％
18.4％

25.6％

25.6％
29.1％

29.5％

28.6％
26.3％

23.1％
26.9％

6.0％
12.8％

10.3％
9.6％

4.8％
3.4％
2.6％
3.9％

14.9％
10.1％

5.1％
11.7％

25.1％

■製造業
■非製造業
■金融業
■全業種



10月号─2

　

少
子
高
齢
化
が
一
段
と
進
み
、
労

働
力
人
口
の
減
少
が
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

女
性
活
用
は
、
日
本
経
済
を
支
え

て
い
く
と
い
う
点
か
ら
も
極
め
て
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
な
ど
が
施

行
さ
れ
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
な
か

な
か
女
性
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
の

が
現
状
で
す
。

　

制
度
と
し
て
表
面
上
は
整
備
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
そ
こ
に
は
根

深
い
「
男
社
会
」
の
壁
が
存
在
し
、

そ
れ
が
女
性
活
用
を
拒
ん
で
い
る
側

面
が
あ
り
ま
す
。

　

大
企
業
に
お
い
て
も
、
産
休
や
介

護
以
外
に
も
様
々
な
制
度
の
新
設
・

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、ど
れ
だ
け
制
度
が
充
実
し
て
も
、

そ
れ
が
実
際
に
女
性
に
と
っ
て
有
意

義
な
も
の
か
、
利
用
し
や
す
い
も
の

か
は
別
問
題
で
す
。

　

そ
こ
で
「
名
ば
か
り
の
制
度
は
や

め
よ
う
。
他
の
会
社
で
や
っ
て
い
る

か
ら
で
は
な
く
、
本
当
に
欲
し
い
制

度
を
作
ろ
う
」
と
い
う
思
い
か
ら
、

女
性
社
員
か
ら
の
提
案
を
積
極
的
に

採
用
し
て
い
る
企
業
が
あ
り
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
で
、
一
般
的
に
仕
事

が
忙
し
い
上
に
生
活
が
不
規
則
に
な

り
が
ち
で
、
女
性
に
と
っ
て
は
働
き

続
け
る
の
が
難
し
い
業
界
で
す
。

◆
女
性
達
が
経
営
陣
に
制
度
提
案

　

そ
の
企
業
で
は
、
自
分
達
で
制
度

を
提
案
す
る
場
を
提
供
し
た
い
と
い

う
思
い
か
ら
、
社
員
参
加
型
の
委
員

会
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
一
チ
ー
ム
三
人
か
ら
四
人
で
、
毎

回
、
四
チ
ー
ム
が
三
カ
月
か
ら
半
年

間
、
社
内
の
改
善
を
テ
ー
マ
に
活
動

し
ま
す
」。
そ
の
う
ち
の
一
チ
ー
ム
が

女
性
だ
け
で
構
成
さ
れ
、「
女
性
活

躍
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
か
ら
の
提
案
で
導
入
さ
れ
た
の
が

婦
人
科
検
診
の
実
施
で
す
。

　

福
利
厚
生
の
一
つ
と
し
て
経
営
陣

に
提
案
し
た
と
こ
ろ
快
諾
さ
れ
、
会

社
の
費
用
負
担
で
、
就
業
時
間
中
に

会
社
の
近
く
の
病
院
で
検
診
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
同
社
内
に
は
女
性
の
声
を

反
映
し
た
細
や
か
な
気
配
り
が
随
所

に
見
ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
女
性
ト

イ
レ
の
備
品
も
充
実
し
て
お
り
、
綿

棒
、
消
毒
用
ア
ル
コ
ー
ル
、
生
理
用

品
、ス
ト
ッ
キ
ン
グ
な
ど
が
置
か
れ
、

自
由
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

同
社
の
施
策
の
特
徴
は
、
基
本
的

に
大
き
な
予
算
や
作
業
が
必
要
な
い

こ
と
、
他
社
で
も
す
ぐ
に
同
じ
よ
う

な
取
組
み
が
で
き
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
こ
で
最
も
重
要
な
の
は
社
内
の

雰
囲
気
づ
く
り
で
す
。
一
つ
一
つ
の

取
組
み
は
小
さ
い
け
れ
ど
、
女
性
の

ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る

姿
勢
と
そ
の
積
み
重
ね
が
、
女
性
社

員
の
充
実
感
と
満
足
感
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
他
、岩
手
の
運
送
会
社
で
は
、

数
年
前
ま
で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
ド
ラ
イ

バ
ー
は
ほ
と
ん
ど
が
男
性
で
女
性
の

職
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
が
不
足
し
て
い

る
現
状
で
、
こ
の
会
社
は
作
業
を
軽

量
化
し
、
走
行
距
離
も
短
く
し
た
こ

と
で
女
性
の
ド
ラ
イ
バ
ー
も
年
々
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
の
印
刷
会
社
で
は
、
女
性
も

働
け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
女
性

か
ら
の
希
望
に
よ
り
会
社
内
に
保
育

所
を
設
置
し
ま
し
た
。
保
育
所
を
設

置
し
た
こ
と
で
辞
め
る
人
が
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

静
岡
に
お
い
て
も
、
女
性
か
ら
の

要
望
で
、
県
内
の
主
力
企
業
で
あ
る

静
岡
ガ
ス
・
静
岡
鉄
道
・
静
岡
銀
行

が
共
同
で
託
児
所
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
中
に
も
、
女
性
活
用
で
き
め
細
か
な
対
応
の
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
い
る
企
業
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
で
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
気

を
付
け
て
女
性
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
け
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
事
例

を
紹
介
し
な
が
ら
説
明
し
ま
す
。

女
性
の
活
用


